
鳩山町イメージキャラクター『はーとん』着ぐるみ装着マニュアル 

❶  全般的注意事項 

１  雨天時や足元が濡れている野外での使用については、厳禁とする。 

２  火のそばや危険な場所での使用は厳禁とする。 

３  着ぐるみを汚損しないよう取り扱いには細心の注意を払い、着脱時はシート等を敷、

直接地面や床に置かない。 

４  外部から着替えなどが見えないことに注意する。また、装着後の出入りが可能な控え 

  室を確保する。特にこどもの目に触れないこと。 

５  着ぐるみの演技や移動するときは、１名以上（出来る限り２名）の介添え者をつける。 

６  着ぐるみに入る時間は１ステージ１５分～３０分以内で計画をする。 

７  長時間の場合は、２０分～３０分程度で交代する。夏場は時間を短縮すること。 

８  演技者は、身長１６０ｃｍ前後が望ましい。 

 

❷  運  搬 

１  運搬時は２人以上の人員を確保し、使用者の責任において慎重に取り扱う。 

２  運搬車両は、ワンボックス等の屋根付きの車両で運搬する。積み重ねないで運べる車

両を用意する。 

３  運搬や搬出入時には、付属の袋に入れ、見えないように配慮する。 

４  頭部の花（ツツジ）だけを持たないようにする。棄損の原因となるため、頭部を持つ

時は、顔本体を持つようにする。 

 

❸  演技者の服装 

１  頭部は、タオルを頭にかぶりアゴで結ぶ。 
２  手は、軍手などの手袋を着用する。 
３  上半身は、長袖Ｔシャツまたはジャージ等を着用する。 
４  下半身は、ジャージまたはスパッツ等を着用する。 
５  足は、靴下の新しいもの及び洗濯したものを着用する。 
６  演技者が女性の場合は、化粧をしないで素顔で装着すること。（口紅・ファンデーシ 

    ョンが着ぐるみに付着することを避けるため） 

７  演技者は、二日酔・過労・寝不足等の者は避けること。また、眼鏡の着用をしないこ 

    と。 

８  夏場（特に野外）は汗を多量に掻くので、水分の補給をすること。冬場でも暖房して 

  ある室内でも着ぐるみの中は暑くなることがある。） 

 

 

 

 

 



❹  着ぐるみのパーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   頭部                                   ボディ 

 

 

 

 

 

 

 

        タイツ（靴の装着のとき、足の長さにより内側へ折り返して靴に被せる） 

 

 

 

 

 

 

 

        靴  左右は特にない。中にサンダルがあるので、しっかり履く。 

 

・タスキ  肩から掛ける 

・収納袋  頭部（緑色）、その他（ピンク色） 

 

⑤  ☆装着手順（脱ぐときは逆の手順） 

１  タイツをはく。内側に「まえ」の表示に従いはく。 

２  靴をはく。サンダルのようになっているので足をしっかり入れる。（靴の中が緩い場 

  合は、タオル等を詰めて、緩まないように調整する。） 

３  ボディは介添え者が持ってかぶるように着せる。このとき、腕を背伸び状態にして肩

の部分から羽（腕）にとおす。 

４  タスキをかける。ずれる場合は、安全ピンで固定する。 

５  頭部は、介添え者が持ってかぶせる。持つときに花（ツツジ）をもたないで頭部本体 

   を持つようにする。視界は、左右の眼及び口の部分から見ることができる。 



⑥  演  技 

１  足元の視界がないので、1 人での行動は厳禁。介添え者が段差の有無などを確認し、

一緒に行動する。 

２  視界は非常に悪い、左右の眼及び口から外を見るため、正面は死角となるので顔の向

きを斜めにして歩行するなど各自で工夫する。特に階段の上り下りは危険なため行わな

い。やむを得ない場合は両側又は前後から介添者が誘導する。 

３  お客様や部外者の前では、着ぐるみの着脱は行わない。特に子供に見られないよう注 

  意する。 

４  声は、緊急時を除き絶対に出さないようにする。（関係者との連絡のため、やむを得

ず声を出す場合は、関係者以外に聞こえないよう細心の注意を払うこと。） 

５  靴の幅を意識し、なるべく地面をずらないように足を持ち上げて歩く。 

６  大きな演技を心がけ、走らないようにする。 

７  介添え者は、握手や抱きつき及び写真撮影などの整理も行う。 

 

⑦  収納及び返却 

１  着ぐるみは、破損しやすいので慎重かつ丁寧に取り扱う。 

２  使用後は、清掃後除菌スプレーを吹き付け、必ず陰干しをして十分に乾燥させる。 

３  靴の底の汚れを水拭きで拭き取る。 

４  頭部の中にあるヘルメット部分を固く絞ったタオルで水拭きをする。 

５  頭部、ボディ、靴に汚れがある場合は、タオルに石鹸水を染み込ませ、固く絞ってか

ら拭き洗いをする。拭いたら必ず陰干しで乾燥させる。 

６  タイツについては、汗や汚れがある場合に、クリーニング又は洗濯機でネットを使用

し洗濯する。指示事項がある場合は指示に従う。 

７  搬出搬入時は、収納袋にいれる。頭部は①の収納袋へ入れ、その他のパーツは、②の

収納袋へ入れる。 

８  着ぐるみを汚損、又は棄損した場合は、勝手に補修せず、返却時に申し出る。（使用 

  団体の負担により修理していただきます。） 


